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(57)【要約】
【課題】多種多様な編集処理を施した画像データを容易
に印刷可能とすることによりユーザの利便性の向上を実
現する印刷装置を提供する。
【解決手段】印刷対象となる画像データに対応する表示
用画像を表示するモニタ１３を備える印刷装置１におい
て、印刷対象となる画像データと、画像データに関連付
けられている関連情報とを対応付けて記憶する画像記憶
部１８と、画像データに対して関連情報に応じた編集処
理を施す画像処理部１７と、ユーザからの操作命令が入
力される操作入力部１２と、編集処理が施された画像デ
ータに対応する表示用画像を逐次切り替えてモニタ１３
に表示させるとともに、操作入力部１２に入力される操
作命令に応じて、モニタ１３に表示されている画像に対
応する印刷用の画像データを印刷する制御部１６とを備
える。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷対象となる画像データに対応する表示用画像を表示する表示手段を備える印刷装置
において、
　上記印刷対象となる画像データと、該画像データに関連付けられている関連情報とを対
応付けて記憶する記憶手段と、
　上記記憶手段に記憶されている画像データに対して、上記関連情報に応じた編集処理を
施す編集手段と、
　ユーザからの操作命令が入力される操作入力手段と、
　上記編集手段により編集処理が施された画像データに対応する表示用画像を逐次切り替
えて上記表示手段に表示させるとともに、上記操作入力手段に入力される操作命令に応じ
て、該表示手段に表示されている画像に対応する印刷用の画像データを印刷する制御手段
とを備える印刷装置。
【請求項２】
　上記記憶手段は、上記関連情報として、上記画像データが撮像された撮像時刻を示す撮
像時刻情報、及び／又は、撮像位置を示す撮像位置情報を記憶しており、
　上記制御手段は、上記関連情報に基づいて、上記記憶手段に記憶された画像データを選
択し、該選択した画像データに対して上記編集手段に編集処理を施させることを特徴とす
る請求項１記載の印刷装置。
【請求項３】
　上記制御手段は、上記関連情報に応じて選択した画像データの撮像内容を該関連情報に
基づいて分析し、該分析した撮像内容に応じた編集処理を該選択した画像データに施させ
るように上記編集手段を制御することを特徴とする請求項２記載の印刷装置。
【請求項４】
　上記制御手段は、上記編集手段により編集処理が施された画像データに対応する表示用
画像を逐次切り替えて上記表示手段に表示させているとき、上記操作入力手段に入力され
る操作命令より該表示手段に表示されている画像に対応する画像データから印刷対象とな
る画像データが選択されると、該印刷対象となる画像データを印刷するかを確認する画像
を該表示手段に表示させ、さらに該操作入力手段に入力される操作命令に応じて該印刷対
象となる画像データを印刷するように制御することを特徴とする請求項１記載の印刷装置
。
【請求項５】
　印刷対象となる画像データに対応する表示用画像を表示する表示手段を備える印刷装置
の制御方法において、
　上記印刷対象となる画像データと、該画像データに関連付けられている関連情報とを対
応付けて記憶する記憶手段に記憶されている画像データに対して、上記関連情報に応じた
編集処理を施す編集ステップと、
　上記編集ステップにより編集処理が施された画像データに対応する表示用画像を逐次切
り替えて上記表示手段に表示させる表示ステップと、
　操作入力手段により入力されるユーザからの操作命令に応じて、上記表示ステップによ
り表示されている画像に対応する印刷用の画像データを印刷する印刷ステップとを有する
印刷装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷対象となる画像データに対応する表示用画像を表示する表示手段を備え
る印刷装置、及びその印刷装置の制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　印刷対象となる画像データに対応する表示用画像を表示する表示手段を備える印刷装置



(3) JP 2009-166330 A 2009.7.30

10

20

30

40

50

には、印刷対象となる画像データを確認用として表示するだけでなく、印刷対象となる画
像に対して編集処理を施す機能を内蔵しているものがある（特許文献１）。
【０００３】
　このような印刷装置には、ユーザの利便性の向上を図るため、より多種多様な編集機能
を有しているものがある。
【０００４】
【特許文献１】特開２００７―２７４２２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、多種多様な編集機能を有する印刷装置では、ユーザによって使いこなし
ていない機能が増大してしまい、ユーザの利便性の向上を十分に実現することができてい
ない。
【０００６】
　本発明は、このような実情に鑑みて提案されたものであり、多種多様な編集処理を施し
た画像データを容易に印刷可能とすることによりユーザの利便性の向上を実現する印刷装
置、及びこの印刷装置の制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決するための手段として、本発明に係る印刷装置は、印刷対象となる
画像データに対応する表示用画像を表示する表示手段を備える印刷装置において、印刷対
象となる画像データと、画像データに関連付けられている関連情報とを対応付けて記憶す
る記憶手段と、記憶手段に記憶されている画像データに対して、関連情報に応じた編集処
理を施す編集手段と、ユーザからの操作命令が入力される操作入力手段と、編集手段によ
り編集処理が施された画像データに対応する表示用画像を逐次切り替えて表示手段に表示
させるとともに、操作入力手段に入力される操作命令に応じて、表示手段に表示されてい
る画像に対応する印刷用の画像データを印刷する制御手段とを備える。
【０００８】
　また、本発明に係る印刷装置の制御方法は、印刷対象となる画像データに対応する表示
用画像を表示する表示手段を備える印刷装置の制御方法において、印刷対象となる画像デ
ータと、画像データに関連付けられている関連情報とを対応付けて記憶する記憶手段に記
憶されている画像データに対して、関連情報に応じた編集処理を施す編集ステップと、編
集ステップにより編集処理が施された画像データに対応する表示用画像を逐次切り替えて
表示手段に表示させる表示ステップと、操作入力手段により入力されるユーザからの操作
命令に応じて、表示ステップにより表示されている画像に対応する印刷用の画像データを
印刷する印刷ステップとを有する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、編集処理が施された画像データを逐次切り替えて表示手段に表示させた状態
で、操作入力手段により入力されるユーザからの操作命令に応じて、表示手段により表示
されている画像に対応する印刷用の画像データを印刷するように印刷装置を制御するので
、多種多様な編集処理の中から関連情報に応じて適切な編集処理が施された画像データを
容易に印刷可能となりユーザの利便性の向上に実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら詳細に説明す
る。
【００１１】
　本発明が適用された印刷装置は、印刷対象となる画像データに対応する表示用画像を表
示する表示手段を備える印刷装置である。以下では、このような印刷装置の一例として、
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図１に示すような印刷装置１を用いて本発明を実施するための最良の形態について説明す
る。
【００１２】
　すなわち、この印刷装置１は、装置本体１０の前面１０ａに印画紙が収納された印画紙
トレイ２が装着される開口部１１が形成され、この前面１０ａ側より装置本体１０内へ印
画紙の挿入、排出が行われる。また、この印刷装置１の上面１０ｂには、操作ボタン１２
ａ、１２ｂ及び印刷対象となる画像等を表示するモニタ１３が設けられている。また、こ
の印刷装置１には、外部インタフェースとして、前面１０ａに記録メディアが装着される
記録メディア用スロット１４ａが、側面１０ｃに外部機器との間で通信を行う入出力端子
１４ｂ、１４ｃとＨＤＭＩなどのＨＤ規格の映像信号を出力する映像出力端子１５とが設
けられている。
【００１３】
　次に、この印刷装置１が装置本体１０内部に備える構成について図２を参照して詳細に
説明する。
【００１４】
　すなわち、印刷装置１は、操作入力部１２と、モニタ１３と、外部Ｉ／Ｆ１４と、映像
出力端子１５と、装置全体の動作を制御する制御部１６と、印刷対象となる画像データに
対して画像処理を施す画像処理部１７と、画像データを記憶する画像記憶部１８と、文字
データなどを記憶するデータ記憶部１９と、画像データに対応する表示用画像データの表
示出力先を制御する出力制御部２０と、画像データの印刷を行う印刷処理部２１とを備え
る。
【００１５】
　操作入力部１２は、上述した操作ボタン１２ａ、１２ｂから構成されており、印刷装置
１を使用するユーザからの操作命令が入力され、入力された操作命令を制御部１６に供給
する。
【００１６】
　モニタ１３は、印刷対象となる画像データに対応する表示用画像データを表示する表示
手段であって、例えば、映像出力端子１５が出力するＨＤ規格よりも低解像度の画サイズ
で、後述する出力制御部２０から出力される表示用画像データを表示する。また、モニタ
１３は、印刷対象となる画像データに対応する表示用画像を表示する以外にも、この印刷
装置１を操作するための操作用画面などをユーザに表示する。
【００１７】
　外部Ｉ／Ｆ１４は、記録メディア用スロット１４ａ、入出力端子１４ｂ、１４ｃを総称
した入出力処理ブロックであって、外部から画像データが入力され、入力された画像デー
タを画像処理部１７に供給する。
【００１８】
　映像出力端子１５は、モニタ１３と異なる解像度で画像を表示するための画像データを
外部へ出力する出力手段の一例として、上述したようにＨＤＭＩなどのＨＤ規格の映像信
号を出力する端子であり、後述する出力制御部２０から出力される表示用画像データを、
ＨＤ規格の映像信号を表示可能な表示装置に出力する。
【００１９】
　制御部１６は、印刷装置１全体の動作を制御する制御手段であって、上述した操作入力
部１２から供給される操作命令に応じた動作を行うように各部を制御する。なお、制御部
１６が行う具体的な制御処理内容については後述する。
【００２０】
　画像処理部１７は、制御部１６から供給される制御命令に従って、例えば次のような動
作を行う。
【００２１】
　すなわち、画像処理部１７は、上述する外部Ｉ／Ｆ１４から供給される画像データを画
像記憶部１８に記憶するための処理を行う。また、印刷用の画像データに対して表示用の
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画像データが比較的低解像度であるため、画像処理部１７は、画像記憶部１８から印刷対
象の画像データを読み出して、読み出した画像データに対して画素を間引く等の縮小処理
を施すことによって表示用のデータに変換して、出力制御部２０に供給する。また、画像
処理部１７は、画像記憶部１８から読み出した画像データを印刷用画像データに変換して
後述する印刷処理部２１に供給する。
【００２２】
　画像記憶部１８は、上述したように画像処理部１７によって印刷対象となる画像データ
を記憶する。また、画像記憶部１８は、印刷対象となる画像データを記憶するとともに、
各画像データに関連付けられている関連情報を、印刷対象となる画像データに対応付けて
記憶する。
【００２３】
　ここで、画像記憶部１８が記憶する関連情報とは、具体的に、その画像データが撮像さ
れたときの撮像時刻を示す撮像時刻情報、ＧＰＳなどの位置情報取得手段によって取得さ
れた撮像位置を示す撮像位置情報である。また、これ以外にも、画像記憶部１８は、関連
情報として、その画像データが撮像されたときのシャッタ速度、絞り値を示す情報を記憶
するようにしてもよい。
【００２４】
　データ記憶部１９は、上述したように文字データなどを記憶する記憶手段であって、例
えば操作用画面に用いられる文字情報を記憶している。また、データ記憶部１９に記憶さ
れているデータは、画像処理部１７によって読み出される。
【００２５】
　出力制御部２０は、画像処理部１７から供給される表示用画像データを、モニタ１３及
び映像出力端子１５に出力する出力制御手段である。具体的に、出力制御部２０は、モニ
タ１３及び映像出力端子１５のうち何れか一方を表示出力先とする。また、上述したよう
にモニタ１３で表示される画サイズが比較的小さいので、出力制御部２０は、モニタ１３
が出力先であって、モニタ１３の表示出力解像度より高い解像度の表示用画像データを表
示するときには、画像処理部１７から供給される画像データに対して画素を間引く等の縮
小処理を施してからモニタ１３に出力する。
【００２６】
　印刷処理部２１は、熱転写型の印刷手段であって、サーマルヘッド２１１と、プラテン
ローラ２１２とを備える。印刷処理部２１は、インクリボン３１を収納したインクリボン
カートリッジ３が装着され、複数の発熱抵抗体が形成されたサーマルヘッド２１１とこの
サーマルヘッド２１１と対向する位置に設けられたプラテンローラ２１２との間に、イン
クリボン３１と印画紙トレイ２から挿入される印画紙４とを走行させ、サーマルヘッド２
１１により熱エネルギをインクリボン３１に印加することによってインクリボン３１の染
料を印画紙４に熱転写して印刷する。
【００２７】
　なお、本実施形態に係る印刷装置１は、上述した熱転写型の印刷処理を行うがこれに限
定されるものではなく、インクジェット型などの他の印刷処理を行うものであってもよい
。
【００２８】
　以上のような構成からなる印刷装置１では、印刷装置１に内蔵されているモニタ１３、
又は映像出力端子１５と接続されたディスプレイなどに印刷対象となる画像データに対応
する表示用画像データを確認用として表示することができる。
【００２９】
　印刷装置１は、上述したように画像記憶部１８に記憶されている画像データを単に印刷
するだけでなく、画像処理部１７により画像データに対して多種多様の編集処理を施す機
能を有している。
【００３０】
　具体的に、編集処理を施した画像データを印刷する処理は、次のような動作によって実
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現される。
【００３１】
　すなわち、印刷装置１では、多種多様の編集処理の中から任意の編集処理を選択するた
めの操作用画面をモニタ１３等に表示する。そして、印刷装置１は、ユーザによって操作
入力部１２が操作されることによって所望とする編集処理が選択される。所望とする編集
処理が選択されると、印刷装置１では、画像処理部１７が画像記憶部１８から画像データ
を読み出して編集処理を施して、その編集処理を施した印刷用の画像データを印刷処理部
２１に出力される。
【００３２】
　このようにして、印刷装置１では、モニタ１３等に表示される操作用画面に応じてユー
ザが操作入力部１２を操作することによって所望とする編集処理を画像データに施すこと
ができるが、編集処理の種類が多種多様になると、所望とする編集処理を行うまでの操作
が煩雑になるため、結果として編集処理がユーザによって使われる機会が減少してしまう
。
【００３３】
　そこで、第１の実施形態に係る印刷装置１の制御処理では、図３に示すような「お勧め
編集モード」を実行することによって、ユーザの利便性の向上を図る。
【００３４】
　なお、図３に示す印刷処理の前段として、印刷装置１には、その画像記憶部１８に外部
Ｉ／Ｆ１４から取り込んだ印刷対象となる複数の画像データと、各画像データの関連情報
を記憶しているものとする。また、印刷装置１に内蔵されているモニタ１３又は映像出力
端子１５と接続されているディスプレイには、印刷装置１を操作するための操作用画面が
表示されているものとする。
【００３５】
　ステップＳ１１において、制御部１６は、操作入力部１２による操作入力に基づいて、
操作用画面内に表示されている「お勧め編集モード」が選択されたか否かを判断する。制
御部１６は、「お勧め編集モード」が選択されるまでこの処理を繰り返し行い、「お勧め
編集モード」が選択されるとステップＳ１２に進む。
【００３６】
　ステップＳ１２において、制御部１６は、各画像データの関連情報に基づいて画像記憶
部１８から画像データを選択して、ステップＳ１３に進む。具体的に、制御部１６は、画
像記憶部１８に記憶されている画像データを、関連情報である撮像時刻情報に基づいて、
例えば同日に撮像された画像データにグループ分けをして、任意の１つのグループを選択
する。なお、制御部１６は、このグループ分けに係る処理として、例えば、同一の撮像位
置で撮像された画像データにグループ分けするように、撮像位置情報に基づいて行うよう
にしてもよい。
【００３７】
　ステップＳ１３において、制御部１６は、選択されたグループ内の画像データの関連情
報に基づいて、このグループの撮像内容を例えば次のようにして分析してステップＳ１４
に進む。
【００３８】
　具体的に、制御部１６は、撮像位置情報から、グループ内の画像データの撮像内容が海
岸、スキー場、ホテルなどの結婚式場で撮像されたものと分析する。また、制御部１６は
、関連情報の撮像時刻情報から、グループ内の画像データの撮像内容が、クリスマスパー
ティ、お正月、雛祭り、七五三などの目的で撮像されたものと分析する。
【００３９】
　ステップＳ１４において、制御部１６は、分析された撮像内容に相応しい編集処理を選
択する。
【００４０】
　ステップＳ１５において、制御部１６は、選択した編集処理をグループ内の画像データ



(7) JP 2009-166330 A 2009.7.30

10

20

30

40

50

に施させるように画像処理部１７を制御して、ステップＳ１６に進む。具体的に、画像処
理部１７は、次のような編集処理を施すこととなる。
【００４１】
　第１の編集例として、撮像位置情報から結婚式で撮像されたものと分析されたグループ
の画像データに対して、画像処理部１７は、図４に示すように、編集画像データのフレー
ム４０の中央部に画像データ４１を配置するとともに、分析された撮像内容に相応しい処
理として、フレーム４０の余白部に、予め画像記憶部１８等に記憶されている花柄をモチ
ーフにした画像データ４２、４３を配置する編集処理を施す。
【００４２】
　第２の編集例として、撮像位置情報から海岸であり撮像時刻情報から季節が夏であると
分析されたグループの画像データに対して、画像処理部１７は、図５に示すように、分析
された撮像内容に相応しい処理として、グループ内の画像データ５１、５２とをそれぞれ
フレーム５０の右斜め上部と左斜め下部に配置して、これらの画像データの余白部に、予
め画像記憶部１８等に記憶されている貝殻や椰子をモチーフにした画像データ５３、５４
を配置する編集処理を施す。
【００４３】
　第３の編集例として、撮像位置情報からスキー場であり、撮像時刻情報から季節が冬で
あると分析されたグループの画像データに対して、画像処理部１７は、図６に示すように
、分析された撮像内容に相応しい処理として、グループ内の画像データ６１、６２とをそ
れぞれフレーム６０の右斜め上部と左斜め下部に配置して、これらの画像データの余白部
に、予め画像記憶部１８等に記憶されている雪だるまや雪の結晶をモチーフにした画像デ
ータ６３、６４を配置する編集処理を施す。
【００４４】
　第４の編集例として、海外で撮像されたものと分析されたグループの画像データに対し
て、画像処理部１７は、図７に示すように、フレーム７０の左斜め上部に画像データ７１
を配置するとともに、分析された撮像内容に相応しい処理として予め画像記憶部１８等に
記憶されている航空機をモチーフにした画像データ７２とを配置する編集処理を施す。
【００４５】
　ステップＳ１６において、制御部１６は、上述した図４～図７に示すような画像処理部
１７によって編集処理が施された編集画像データに対応する表示用画像データを逐次切り
替えてモニタ１３等に表示する処理を行う。
【００４６】
　ステップＳ１７において、制御部１６は、モニタ１３等に編集画像データに対応する表
示用画像データが逐次切り替えて表示されている状態で、この表示画面を視認しているユ
ーザによって印刷操作が行われたか否かを判断する。制御部１６は、印刷操作が行われた
ときステップＳ１８に進み、印刷操作が行われなかったときステップＳ１６に処理を戻る
。
【００４７】
　ステップＳ１８において、制御部１６は、ユーザによって印刷操作が行われた時にモニ
タ１３等に表示されている表示画像に対応する編集画像データを印刷するように、画像処
理部１７と印刷処理部２１とを制御する。
【００４８】
　そして、制御部１６は、編集画像データの印刷処理が終了すると、「お勧め印刷モード
」を終了する。なお、制御部１６は、ステップＳ１８によって編集画像データの印刷処理
を開始した後、ステップＳ１６に戻って編集画像データに対応する表示用画像データを逐
次切り替えて表示する処理を行うようにしたり、ステップＳ１２に戻ってグループの選択
処理まで戻って「お勧め印刷モード」の処理を行うようにしてもよい。
【００４９】
　以上のような処理を行う印刷装置１では、ステップＳ１６により編集処理が施された画
像データに対応する表示用画像データを逐次切り替えてモニタ１３等に表示させた状態で
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、操作入力部１２により入力されるユーザからの操作命令に応じて、表示画像に対応する
編集画像データを印刷するように印刷処理部２１を制御するので、多種多様な編集処理の
中から、関連情報に応じて適切な編集処理が施された画像データ（図４～図７）を容易に
印刷可能となりユーザの利便性の向上を実現することができる。
【００５０】
　また、上述した「お勧め印刷モード」の処理工程の一部を図８に示すような処理に変更
するようにしてもよい。
【００５１】
　すなわち、制御部１６は、ステップＳ１７の判断処理で印刷操作が行われると、ステッ
プＳ２１に進む。そして、ステップＳ２１において、制御部１６は、印刷対象となる画像
データを印刷するかを確認する操作用画面をモニタ１３に表示して、ステップＳ２２に進
む。
【００５２】
　ステップＳ２２において、制御部１６は、前段の処理で表示された印刷確認用の画面を
視認しているユーザによってさらに印刷操作が行われたか否かを判断する。ここで、制御
部１６は、所定の時間以内にユーザによって印刷操作が行われるとステップＳ２３、Ｓ２
４に進み、所定の時間以内にユーザによって印刷操作が行われないときステップＳ１６に
戻る。
【００５３】
　ステップＳ２３において、制御部１６は、ユーザによって印刷操作が行われた時にモニ
タ１３等に表示されている表示用画像データに対応する編集画像データを印刷するように
、画像処理部１７と印刷処理部２１とを制御する。
【００５４】
　ステップＳ２４において、制御部１６は、ステップＳ２３により印刷されている表示用
画像データに対応する編集画像データに施されている編集処理を行うための取扱説明情報
をモニタ１３等に表示する。
【００５５】
　そして、制御部１６は、編集画像データの印刷処理が終了すると、「お勧め印刷モード
」を終了する。
【００５６】
　このようにして、印刷装置１では、ステップＳ２１において印刷確認用の操作画面を表
示してから更にユーザによって操作入力が行われることによって編集画像データの印刷を
開始するので、誤って操作入力部１２がユーザによって操作されて編集画像データの印刷
処理を行ってしまうことを防止することができる。
【００５７】
　また、印刷装置１では、ステップＳ２４において、印刷対象となった編集画像データに
施されている編集処理をユーザが行うための取扱説明を表示することによって、「お勧め
印刷モード」によって制御部１６によって自動的に選択された編集処理と同じ編集処理を
ユーザがマニュアル操作によって容易に行うことができる操作環境を提供することができ
る。
【００５８】
　多種多様な編集処理の中から適切な処理内容をマニュアル操作により選択することはユ
ーザにとって大変であるが、印刷装置１では、上述したように制御部１６が「お勧め印刷
モード」を実行することによって、ユーザが煩雑な操作することなく、多種多様に用意さ
れている編集処理が施された編集画像を印刷可能にモニタ１３等に表示するので、ユーザ
の利便性を向上させることができる。
【００５９】
　上述したように、印刷装置１は、印刷対象となる画像データを、この印刷装置１が内蔵
するモニタ１３に表示出力するだけではなく、例えば図９に示すように、映像出力端子１
５に接続されたケーブル２００を介して、ＨＤ規格の画像を表示可能なディスプレイ１０
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０に表示出力することができる。このようにして、印刷装置１では、ディスプレイ１００
に印刷処理を行う前の印刷対象となる画像データを表示出力することによって、ユーザに
とって、印刷する画像を前もって細部にわたり確認する事が可能となり、印刷後に細部の
不具合に気づくことも少なくなるという利点を実現することができる。
【００６０】
　ここで、上述した印刷装置１を操作するための操作用画面を、モニタ１３とディスプレ
イ１００と兼用した場合、２つの表示出力の解像度が大きく異なるため、モニタ１３に適
合した操作用画面の画像データをディスプレイ１００に表示出力した場合、文字情報の字
体が非常に太くなり、一方ディスプレイ１００に適合した操作用画面の画像データをモニ
タ１３の表示出力した場合、文字情報の字体が細いため掠れたようになるため、ユーザに
とって視覚的に見にくくなってしまう。
【００６１】
　そこで、印刷装置１では、このような表示出力先が違ってもユーザにとって視覚的に見
やすい字体で文字情報を表示するため、画像処理部１７が次のような構成を備えている。
【００６２】
　すなわち、画像処理部１７は、図１０に示すように、画像記憶部１８から画像を取り込
む画像入力部１７１と、画像入力部１７１により取り込まれた画像データに付加するため
の文字データの字体を加工する文字出力加工部１７２と、画像データと加工された文字デ
ータとを合成して出力する合成処理部１７３と、出力制御部２０の表示先を判定する出力
判定部１７４とを備える。
【００６３】
　画像入力部１７１は、制御部１６からの制御命令に従って、画像記憶部１８から例えば
印刷装置１を操作するための操作用画面を表示するための画像データを読み出して、文字
出力加工部１７２及び合成処理部１７３に供給する。
【００６４】
　文字出力加工部１７２は、画像入力部１７１により取り込まれた画像データに付加する
ための文字データをデータ記憶部１９から読み出して、読み出した文字データを、後述す
るように出力判定部１７４による判定結果に応じて字体を加工する。そして、文字出力加
工部１７２は、加工処理を施した文字データを合成処理部１７３に供給する。
【００６５】
　合成処理部１７３は、画像入力部１７１から供給された画像データと、文字出力加工部
１７２によって加工した文字データとを合成する。そして、合成処理部１７３は、合成し
た画像データを出力制御部２０に出力する。
【００６６】
　以上のような構成を有する画像処理部１７では、図１１に示すようなフローチャートに
従って、表示先の表示手段の解像度に応じた加工処理を行う。
【００６７】
　ステップＳ３１において、出力判定部１７４は、出力制御部２０又は制御部１６から供
給される情報により、画像データの表示出力先がモニタ１３であるか、映像出力端子１５
であるかを判定する。ここで、出力判定部１７４は、表示出力先がモニタ１３と判定した
ときステップＳ３２に進み、表示出力先がモニタ１３ではない、すなわち映像出力端子１
５であると判定したときステップＳ３５に進む。
【００６８】
　ステップＳ３２において、文字出力加工部１７２は、モニタ１３の表示用フォントデー
タによる加工処理を文字データに施して合成処理部１７３に出力する。
【００６９】
　具体的に、モニタ１３の表示解像度が映像出力端子１５から出力される表示解像度より
も非常に低いので、文字出力加工部１７２は、出力先で表示される画像の解像度に応じた
比較的太い字体のフォントデータを用いてデータ記憶部１９から読み出した文字データに
加工処理を施して合成処理部１７３に出力してステップＳ３３に進む。
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【００７０】
　ステップＳ３３において、合成処理部１７３は、ステップＳ３３で加工処理された文字
データと、画像入力部１７１から供給された文字データとを合成して、合成した画像デー
タを出力制御部２０に供給する。
【００７１】
　ステップＳ３４において、出力制御部２０は、合成処理部１７３から供給された画像デ
ータをモニタ１３に表示出力する。ここで、出力制御部２０は、モニタ１３の解像度に合
わせて画像データから画素を間引く縮小処理を施すが、上述したように文字出力加工部１
７２により文字データの字体が比較的太くなるように加工処理がなされているため、図１
２に示すように、文字が掠れるようなことがなく、ユーザにとって視覚的に見やすい画像
表示となるように画像データをモニタ１３に表示することができる。
【００７２】
　また、ステップＳ３５において、文字出力加工部１７２は、映像出力端子１５の表示用
フォントデータによる加工処理を文字データに施して合成処理部１７３に出力する。
【００７３】
　具体的に、映像出力端子１５の表示解像度がモニタ１３から出力される表示解像度より
も非常に高いので、文字出力加工部１７２は、出力先で表示される画像の解像度に応じた
比較的細い字体のフォントデータを用いてデータ記憶部１９から読み出した文字データに
加工処理を施して合成処理部１７３に出力してステップＳ３６に進む。
【００７４】
　ステップＳ３６において、合成処理部１７３は、ステップＳ３５で加工処理された文字
データと、画像入力部１７１から供給された文字データとを合成して、合成した画像デー
タを出力制御部２０に供給する。
【００７５】
　ステップＳ３７において、出力制御部２０は、合成処理部１７３から供給された画像デ
ータを映像出力端子１５からディスプレイ１００などに表示出力する。ここで、出力制御
部２０は、映像出力端子１５から出力されるＨＤ規格のきめ細かい表示画像に合わせて文
字データの字体を細くすることにより、図１３に示すように、ユーザにとって視覚的に見
やすい画像表示となるように、画像データをディスプレイ１００に表示することができる
。
【００７６】
　このようにして、印刷装置１では、出力される出力先で表示される画像の解像度に応じ
て、ステップＳ３２、及びステップＳ３５により文字データの字体を加工して、字体を加
工した文字データと画像データとを合成して出力先に出力するので、表示出力先の解像度
に応じて文字情報を視覚的に見やすい字体で文字情報を表示させることができる。
【００７７】
　なお、本発明は、以上の実施形態のみに限定されるものではなく、例えば撮像画像を確
認可能なディスプレイを備えるデジタルスチルカメラなどの表示手段を内蔵するとともに
、画像データを外部へ出力する出力端子が設けられた電子機器に適用するようにしてもよ
い。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明が適用された印刷装置の外観を示した図である。
【図２】本発明が適用された印刷装置の内部構成を示したブロック図である。
【図３】お勧め印刷モードを実行する印刷装置の処理内容を説明するために供するフロー
チャートである。
【図４】お勧め印刷モードによる編集処理が施された編集画像の一例を示した図である。
【図５】お勧め印刷モードによる編集処理が施された編集画像の一例を示した図である。
【図６】お勧め印刷モードによる編集処理が施された編集画像の一例を示した図である。
【図７】お勧め印刷モードによる編集処理が施された編集画像の一例を示した図である。
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【図８】お勧め印刷モードを実行する印刷装置の処理内容を説明するために供するフロー
チャートである。
【図９】印刷装置と、印刷装置に接続されたディスプレイとを示した図である。
【図１０】画像処理部の内部構成を示した図である。
【図１１】表示先の表示手段の解像度に応じた加工処理を説明するために供するフローチ
ャートである。
【図１２】モニタに出力される操作用画面を示した図である。
【図１３】映像出力端子から出力される操作用画面を示した図である。
【符号の説明】
【００７９】
　１　印刷装置、２　印画紙トレイ、３　インクリボンカートリッジ、４　印画紙、１０
　装置本体、１０ａ　前面、１０ｂ　上面、１０ｃ　側面、１１　開口部、１２　操作入
力部、１２ａ、１２ｂ　操作ボタン、１３　モニタ、１４　外部Ｉ／Ｆ、１４ａ　記録メ
ディア用スロット、１４ｂ、１４ｃ　入出力端子、１５　映像出力端子、１６　制御部、
１７　画像処理部、１７１　画像入力部、１７２　文字出力加工部、１７３　合成処理部
、１７４　出力判定部、１８　画像記憶部、１９　データ記憶部、２０　出力制御部、２
１　印刷処理部、２１１　サーマルヘッド、２１２　プラテンローラ、３１　インクリボ
ン、１００　ディスプレイ、２００　ケーブル

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】



(15) JP 2009-166330 A 2009.7.30

フロントページの続き

(72)発明者  出井　恒治
            東京都港区港南１丁目７番１号　ソニー株式会社内
(72)発明者  神田　学
            東京都港区港南１丁目７番１号　ソニー株式会社内
Ｆターム(参考) 2C187 AC05  AC08  AE01  BF42  CC11  CD12  CD18  CD20  DB21  FA06 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

